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2 実施報告の詳細

昨年後に引き続き、真空角度 θを純虚数に解析接続するモンテカルロシミュレーションを行った。今年度

は昨年度よりクォークの質量を軽く、物理的なサイズを大きくしたシミュレーションを行った。

• 真空角度 θ = 0.2, 0.4

• 格子間隔 a ∼ 0.1 fm (β=2.1 Iwasaki gauge action)

• 格子サイズ 243 × 48

• mPS ≈ 540 MeV (Clover fermion action)

• 統計数 7000 トラジェクトリ

その結果トポロジカルチャージ分布には体積依存性があまりないことが分かった。核子の電磁形状因子

F3(q2)から電気双極子能率を測定した。

図 1: 統計数１０００での暫定的な電気双極子能率の結果。左 θ = 0.2、右 θ = 0.4

θを大きくすると、中性子の電気双極子能率に関しては、大きくなることがわかった。陽子に関してはま

だ誤差が大きく統計を上げる必要がある。これらは真空角度 θを海クォークだけでなく、価クォークにも入

れた場合の θvalence = θsea の結果である。
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Clover fermionには有限の格子間隔においてカイラル対称性がない。カイラル対称性が保たれるクォー
クを使った場合には、価クォークの θはカイラル変換で同じ核子（の成分）を表す別の演算子の変更に置

き換えられるため、物理的な形状因子の結果には影響しないという理論的な予想がされている。現在見え

ているシグナルが価クォークに入れた θ の影響であるか否かを価クォークに θが入っていない場合の計算

を行うことによって調べる必要がある。
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